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復
興
を
し
っ
か
り
成
し
遂
げ
創
生
へ
の
流
れ
を

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
は
、
希

望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
町
民
の
皆
様
に
よ
る
観
光
立
町
の
名

に
相
応
し
い
様
々
な
ご
活
躍
を
い
た
だ
い
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

１
月
に
は
プ
ロ
が
選
ぶ
「
日
本
の
旅
行
観
光
施
設
百
選
」
に
わ
が
町
か

ら
３
施
設
が
入
選
、３
月
に
は
経
済
産
業
省
の
「
が
ん
ば
る
商
店
街
30
選
」

に
大
洗
町
商
店
街
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
７
月
に
は
安
倍
首
相
に
よ
っ
て

海
の
日
記
念
式
典
の
ス
ピ
ー
チ
に
お
い
て
元
気
で
活
気
あ
る
取
り
組
み
と

し
て
「
か
あ
ち
ゃ
ん
の
店
」
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
11
月
に
は
町
商
工
会

青
年
部
が
商
工
会
青
年
部
全
国
大
会
で
「
ま
ち
づ
く
り
顕
彰
」
を
受
賞
、

12
月
に
は
大
洗
サ
ー
フ
・
ラ
イ
フ
・
セ
ー
ビ
ン
グ
・
ク
ラ
ブ
が
社
会
貢
献

支
援
財
団
（
会
長
：
安
倍
首
相
夫
人
）
よ
り
「
海
へ
の
貢
献
の
功
労
」
で

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
涸
沼
が
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
て
の
湖
岸
３
市
町
に
よ
る
広
域
観
光
Ｐ
Ｒ
、
大
洗
リ
ゾ
ー
ト
ア
ウ
ト
レ
ッ

ト
内
に
友
好
都
市
物
産
館
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
る
な
ど
、
そ
の
活
躍
は
「
震

災
か
ら
の
完
全
復
興
」
を
印
象
付
け
る
に
は
十
分
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
も
う
す
ぐ
５
年
と
な
り
、
国
の
定
め
る
集

中
復
興
期
間
も
こ
の
３
月
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
復
興
交
付
金
事
業

と
し
て
採
択
さ
れ
た
22
事
業
に
つ
い
て
は
、
契
約
行
為
を
ほ
ぼ
終
え
た
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
サ
ン
ビ
ー
チ
海
岸
再
整
備
、
沿

岸
部
か
ら
高
台
へ
の
緊
急
避
難
路
の
整
備
、
避
難
所
と
し
て
活
用
で
き
る

施
設
の
機
能
強
化
、
住
宅
を
守
る
防
護
壁
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
整
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
は
こ
れ
ら
が
形
と
な
っ
て
姿
を
現
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
防
災

機
能
の
強
化
、
生
活
環
境
の
充
実
、
産
業
基
盤
の
振
興
を
図
る
う
え
で
大

き
な
進
化
を
実
感
い
た
だ
け
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
駅
前
海
岸
線
は
、
長
年
の
悲
願
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
大
洗
の
顔

と
な
る
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
と
し
て
町
民
や
観
光
客
の
憩
え
る
場
と
し
て
整

備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
地
方
創
生
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。
現
在
、
わ

が
町
に
は
「
人
口
減
少
に
向
け
た
対
策
」
と
「
地
域
を
さ
ら
に
元
気
に
す

る
取
り
組
み
」
と
い
う
二
つ
の
大
き
な
課
題
が
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

そ
の
打
開
策
と
も
い
う
べ
き
も
の
が
、
昨
年
10
月
に
策
定
し
た
「
大
洗
町

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
と
な
り
ま
す
。

　

総
合
戦
略
に
お
い
て
は
、
①
大
洗
町
に
“
し
ご
と
”
を
つ
く
り
、
安
定

し
た
雇
用
を
創
出
す
る
。
②
大
洗
町
へ
の
新
し
い
人
の
流
れ
を
つ
く
る
。

③
若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
叶
え
る
。
④
時
代
に
あ
っ

た
地
域
を
つ
く
り
、
安
全
な
暮
ら
し
を
守
る
と
と
も
に
地
域
と
地
域
を
連

携
す
る
。
と
い
う
４
つ
の
基
本
目
標
の
も
と
93
の
施
策
を
位
置
づ
け
課
題

を
克
服
す
べ
く
全
力
を
傾
注
し
て
実
行
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
復
興
か
ら
創
生
と
い
う
流
れ
の
中
で
、
サ
ン
ビ
ー
チ
を
ビ
ー
チ

ス
ポ
ー
ツ
の
メ
ッ
カ
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
、
大
洗
へ
の
吸
引
力
を

高
め
る
賑
わ
い
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
、
さ
ら
に
は
茨
城
国
体
や
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

４
月
に
は
大
貫
小
・
夏
海
小
の
統
合
校
が
南
中
学
校
に
併
設
し
て
開
校

い
た
し
ま
す
。
第
一
中
学
校
・
大
洗
小
学
校
の
併
設
と
合
わ
せ
、
全
国
に

誇
れ
る
効
果
的
な
小
中
連
携
教
育
を
展
開
で
き
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
旧
町
営
プ
ー
ル
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
跡
地
、
山
場
平
、
原
研
住

宅
跡
地
、
南
中
学
校
南
側
町
有
地
の
宅
地
化
に
取
り
組
み
若
い
世
代
の
移

住
・
定
住
に
も
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

高
年
者
に
対
す
る
取
り
組
み
で
は
、
介
護
保
険
制
度
の
改
正
か
ら
シ
ル

バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
や
生
き
が
い
活
動
な
ど
の
サ
ロ
ン
化
を
目
指
し
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
総
合
戦
略
に
よ
る
取
り
組
み
と
合
わ
せ
て
、
24
品
に
ま
で

拡
大
し
た
大
洗
ブ
ラ
ン
ド
認
証
品
や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
導
入
し
て
の
移
動

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
な
ど
を
通
し
て
、
販
路
拡
大
と
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を

図
り
ま
す
。
前
を
向
い
た
意
識
の
も
と
で
共
に
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に

向
け
汗
を
流
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

本
年
も
、
地
方
創
生
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
活
性
化
事
業
に
全
力
を
傾

注
し
、
わ
が
町
の
元
気
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
な
お

一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か

ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

謹んで新春の
お慶びを申し上げます
謹んで新春の
お慶びを申し上げます
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大洗サーフ・ライフ・セービング・クラブが
　社会貢献者表彰（海への貢献の功績）を受賞

大洗町防犯連絡員協議会が文部科学大臣表彰を受賞
　　～学校安全ボランティア活動奨励賞～

　11 月 30 日（月）、帝国ホテル東京において、平成 27
年度社会貢献者表彰式典が行われました。社会貢献者表彰は、
国の内外を問わず、社会と人間の安寧と幸福のために貢献し、
顕著な功績を挙げている方々を表彰し、そのご功績に報い感
謝することを通じてより良い社会づくりに資することを目的
に、公益財団法人社会貢献支援財団が行っているものです。 
　表彰式では、三笠宮瑶子女王殿下のご臨席のもと、社会貢
献支援財団会長の安倍昭恵氏（安倍首相夫人）より、「大洗サー
フ・ライフ・セービング・クラブ」が表彰を受けました。 
　受賞理由は、永年に亘り、大洗サンビーチにおいて水陸両
用車（ランディーズ）の貸出しなど、障がいのある方等でも
楽しめるユニバーサルビーチの運営が高く評価され、「海へ
の貢献の功績」が認められたためです。

　12 月３日、愛媛県松山市において開催された全国学校保健・安全研究大会において、大洗
町防犯連絡員協議会が文部科学大臣表彰（学校安全ボランティア活動奨励賞）を受賞されました。
　大洗町防犯連絡員協議会は、平成９年に設立以来、子ども達が安心して安全に生活が送れる
ようにとの願いを持って、年間を通じ自主防犯パトロールを実践し、登下校時の安全確保活動
に努めております。
　特に、通学路の危険箇所を中心とし
た立哨活動をはじめとして、道路横断
時の安全誘導、自主防犯パトロール、
さらには、挨拶・声かけなどを積極
的に実施しており、児童生徒の安全・
安心が確保されると共に、学校・家庭・
地域からも大きな信頼を得ています。
　防犯連絡員協議会の皆さんは、今後
もさらに子ども達の安全・安心を守っ
ていきたいと語っていました。

（3）　広報おおあらい　2016. １.13



問合せ／財務課（内線 221・222）

平成27年度予算の上半期（９月末現在）の
執行状況などをお知らせします。

会　計　名 現在高
一般会計 79億3,994万円
公共下水道事業特別会計 31億9,198万円
水道事業会計 2億4,703万円

合　　　計 113億7,895万円

□　町債の現在高
一般会計 20億2,327万円

　 特別会計 5,869万円
合　　計 20億8,196万円

□　基金の現在高

（平成26年度からの繰越事業を含む）○　一　般　会　計
歳　入

科　　目 予算額 収入済額 収入率
1 町　　　税 26億3,870万円 21億2,719万円 80.6%
2 地方譲与税 4,660万円 1,406万円 30.2%
3 利子割交付金 270万円 124万円 46.0%
4 配当割交付金 1,300万円 218万円 16.7%
5 株式等譲渡所得割交付金 620万円 0 0.0%
6 地方消費税交付金 2億9,500万円 1億9,409万円 65.8%
7 ゴルフ場利用税交付金 3,170万円 1,373万円 43.3%
8自動車取得税交付金 760万円 276万円 36.3%
9地方特例交付金 500万円 594万円 118.9%

10 地方交付税 19億6,617万円 6億9,798万円 35.5%
11 交通安全対策特別交付金 290万円 128万円 44.0%
12 分担金及び負担金 1億5,373万円 4,018万円 26.1%
13 使用料及び手数料 3億4,497万円 1億8,218万円 52.8%
14 国庫支出金 29億5,444万円 2億7,093万円 9.2%
15 県 支 出 金 6億2,454万円 4,913万円 7.9%
16 財 産 収 入 2億5,124万円 1億2,207万円 48.6%
17 寄　附　金 1,426万円 632万円 44.3%
18 繰　入　金 12億9,134万円 5,122万円 4.0%
19 繰　越　金 7億7,979万円 10億6,206万円 136.2%
20 諸　収　入 9,926万円 2,918万円 29.4%
21 町　　　債 17億90万円 0 0.0%

合        計 132億3,004万円 48億7,372万円 36.8%

歳　出
科　　目 予算額 支出済額 支出率

1 議　会　費 1億888万円 5,830万円 53.5%
2 総　務　費 13億5,011万円 5億1,624万円 38.2%
3 民　生　費 26億2,928万円 6億8,045万円 25.9%
4 衛　生　費 5億6,707万円 2億3,032万円 40.6%
5 労　働　費 3,393万円 1,254万円 37.0%
6 農林水産業費 6億1,181万円 1億1,234万円 18.4%
7 商　工　費 3億3,253万円 1億9,293万円 58.0%
8 土　木　費 43億6707万円 6億3,620万円 14.6%
9 消　防　費 3億4,718万円 1億3,956万円 40.2%

10 教　育　費 23億534万円 2億6,786万円 11.6%
11 災害復旧費 0 0 0.0%
12 公　債　費 5億6,948万円 2億6,804万円 47.1%
13 諸 支 出 金 42万円 0 0.0%
14 予　備　費 694万円 0 0.0%

合　　　計 132億3,004万円 31億1,478万円 23.5%

○　特　別　会　計
会　計　名 予算額 収入済額 収入率 支出済額 支出率

国民健康保険 26億8,472万円 10億5,276万円 39.2% 11億7,767万円 43.9%
後期高齢者医療 1億7,595万円 5,487万円 31.2% 4,021万円 22.9%
介護保険 18億2,828万円 6億9,931万円 38.3% 6億8,863万円 37.7%
公共下水道事業 10億6,512万円 1億1,081万円 10.4% 2億8,888万円 27.1%
地方卸売市場事業 3億7,022万円 1,530万円 4.1% 878万円 2.4%
町営公園墓地事業 5,232万円 1,814万円 34.7% 357万円 6.8%
公平委員会 788万円 990万円 125.7% 342万円 43.4%

合　　　計 61億8,449万円 19億6,109万円 31.7% 22億1,116万円 35.8%

○　企　業　会　計

会計名 区分
収入 支出

予算額 収入済額 収入率 予算額 支出済額 支出率

水道事業会計
収益的収支 5億6,244万円 2億5,097万円 44.6% 5億4,651万円 1億6,501万円 30.2%
資本的収支 2億691万円 323万円 1.6% 3億6,137万円 4,413万円 12.2%

計 7億6,935万円 2億5,420万円 33.0% 9億788万円 2億914万円 23.0%
　※　資本的収入が資本的支出に対し不足する分は損益勘定留保資金等で補てんします。
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認証品にはこのシールが貼られます

　大洗町ブランド推進協議会は、新たに５品目の認証品を
決定しました。
　このたび追加された認証品を含め、全24品となります。
　海の恵、大地の恵、そして作り手の情熱が詰まった商品
を是非、ご愛用ください。
新たに認証された５品
№ 商品名 申請者
１ 生食用しらす「海の輝き」 大洗町漁業協同組合
２ 浜のラー油 藤乃屋
３ 干しいも（紅はるか） 農産物加工　幸重
４ 大洗のブルーベリージャム 大洗ブルーベリー生産加工組合
５ 地元一貫造り　純米「彦市」 （株）月の井酒造店

大洗ブランド認証品「アライッペのこれだっぺ」
新たに 5 品が仲間入り !!

大洗ブランド認証品「アライッペのこれだっぺ」
新たに 5 品が仲間入り !!

　12 月 6 日（日）、第 70 回を迎えた歴史と伝統の三浜駅伝競走大
会が、県内外から 207 チームの参加により、「湊」「平磯」「大洗」
の三つの浜を結ぶコースで行われました。
　当日は天候にも恵まれ、選手たちは練習の成果を存分に発揮。記念
大会にふさわしい白熱したレースが展開されました。
　大洗町からは、中学、一般合わせて 18 チームが参加。沿道の声援
を受けながら、最後まで力強く走り抜きました。

町内チームの結果

中学男子の部
○ 第10位　大洗南中
○ 第14位　大洗一中　　
○ 第23位　大洗一中野球部Ａ
○ 第26位　大洗一中バスケ部
○ 第32位　大洗一中サッカー部Ａ
○ 第35位　大洗一中サッカー部Ｂ
○ 第36位　大洗一中野球部Ｂ
○ 第44位　大洗一中卓球部

第70回記念　三浜駅伝競走大会

中学女子の部
○ 第18位　大洗南中　　
○ 第19位　大洗一中
○ 第36位　大洗一中バレー部1年
○ 第38位　大洗一中バレー部＆
　　　　　  女子バスケ部

一般男子の部（２部）
○ 第27位　サンビーチＡＣ－Ａ　
○ 第43位　Ｔｅａｍ　ＯＡＲＡＩ
○ 第55位　サンビーチＡＣ－Ｂ
○ 第57位　大洗町消防
○ 第80位　チーム　Ｒｉ ＪＡＰＡＮ
○ 第82位　チーム　どびん

南
中
男
子

南
中
女
子

一
中
男
子

一
中
女
子
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～直接会場までお越しください～事前予約が不要な健診

申込・問合せ：健康増進課　☎ 266－1010事前予約が必要な健診

健　診　日 受　付　時　間 会　場

２月４日（木）
　9：30 ～ 11：00
13：30 ～ 15：00 ゆっくら健康館１階２月５日（金）

２月８日（月）

＜健診内容＞

健診名（対象者） 健診内容 持　ち　物 料　金

フレッシュ健診
（19 ～ 39 歳）

問診
血圧測定
身体測定
尿検査
血液検査
心電図検査
☆眼底検査

（☆特定・シルバー
健診のみ）

フレッシュ健診受診券、又は案内ハガキ※

無　料特　定　健　診
（40 ～ 74 歳）

●大洗町国民健康保険の方
①特定健診受診券又は案内ハガキ※
②国民健康保険被保険者証

●社会保険組合等の被扶養者の方
①�加入されている医療保険者が発行した特定健診受診券
② 健康保険証
注：医療保険者によっては町の集団健診が受診できない場合
もあるので、事前にご確認ください。また、社会保険加入の
ご本人は、この健診は受診できません。

シルバー健診
（75 歳以上）

①シルバー健診受診券又は案内ハガキ※
②後期高齢者医療被保険者証

結核・肺がん検診
（40 歳以上） 胸部レントゲン

付加検診受診券（社会保険被扶養者等の方）
・国保の特定健診受診券、シルバー健診受診券をお持ちの　
　方は、付加検診受診券は不要です。
・手元にない場合は、当日再発行いたします。

無　料

肝炎ウイルス検診
（40 ～ 74 歳で

過去未受診者）

血液検査
（B 型肝炎・C 型肝
炎ウイルス検査）

500 円

前立腺がん検診
（50 歳以上の男性）

血液検査
（PSA 検査） 300 円

大腸がん検診
（40 歳以上） 便潜血反検査 当日検査容器を配布しますので、後日採便したものを提出し

てください。 300 円

※ 1 月に個別の案内ハガキを送付予定です。そのハガキが受診券として利用できます。
【問合せ】　住　民　課　　☎267－5111　（内線159・158）　　　　
　　　　　健康増進課　　☎266－1010

健診名 健診日 受付時間 事前申込が必要な検診 当日会場で申込する検診

総合健診
（40 歳以上）2月6日（土）

7：30 ～ 11：30
上記時間内に時間を区
切ってお呼びしますが、
申込時に時間指定はでき
ません

●特定健診
●シルバー健診
●胃がん検診（バリウム）
●大腸がん検診

●肺がん・結核検診
●前立腺がん検診
●肝炎ウイルス検診
●胃ペプシノゲン検査

健康診査のご案内（未受診者の方へ）
平成 27 年度の健診対象者で、まだ受診をされていない方はこの機会に受診しましょう。

実費だと 7,000 円以上の
ところが大洗町は

無料！
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平成 27年分の確定申告会場は、
「中央ビル４階」　泉町２丁目（京成百貨店ななめ向かい）　です。
※　会場施設には無料駐車場がありませんので、公共交通機関をご利用ください。

【所　　在　　地】　水戸市泉町２－３－２
【開　設　期　間】　平成 28 年２月 16 日（火） ～ ３月 15 日（火）　
　　　　　　　　　※土、日を除きます。（ただし、2 月 21 日及び 2 月 28 日の日曜日は開場します。）
　　　　　　　　　※�確定申告会場開設期間中、水戸税務署の庁舎では申告相談を行っておりませんのでご

注意ください。
【受　付　時　間】　午前９時から午後４時
　　　　　　　　　（確定申告会場は大変混雑するため、長時間お待ちいただく場合があります。）
【会場までの案内】　徒　歩　　水戸駅北口から徒歩 25 分
　　　　　　　　　バ　ス　　水戸駅北口から　④⑤⑥⑦番バス停乗り場　「大工町方面」
　　　　　　　　　　　　　　「泉町一丁目」バス停下車
　　　　　　　　　　　　　　※④番から出発する「水戸市内循環バス」は「外回り」をご利用ください。
【そ　　の　　他】　・確定申告会場では、現金等での納税は取り扱っておりません。
　　　　　　　　　・ 確定申告会場では、ご自身でパソコンを操作し、申告書を作成していただくことを基本

としております。
　　　　　　　　　・ご不明な点は、水戸税務署までお問い合わせください。
　　　　　　　　　　（会場施設へのお問い合わせはご遠慮ください。）
問合せ／水戸税務署　〒 310－8666　水戸市北見町１－17　☎ 231－4211
　※ 　自動音声案内で案内しています。所得税・消費税及び贈与税等の確定申告に関するご相談は「０」を、

一般の税金に関するご相談は「１」を、それ以外のお問い合わせは「２」を選択してください。

水戸税務署からのお知らせ水戸税務署からのお知らせ

349

118

50
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個人番号の確認 身元（実在）の確認

マイナンバー制度と本人確認ひとりに 1 つ
マイナンバー
　マイナンバー法では、税・社会保障・災害対策の法律で限定的に明記された場合以外で、個人番号の提
供を求めたり、利用したりすることは禁止されています。たとえ、本人の同意があっても、法律で認めら
れる場合以外でマイナンバーの提供や利用はできません。
　そのため、会社が従業員のマイナンバーを取得する際には、法律で認められた利用目的を明らかにし、
従業員に通知・公表する必要があります。
　また、マイナンバー制度では、なりすましの防止のために、番号の提供を受ける際には、番号の確認（番
号が正しいことの確認）に加え、身元確認（番号の正しい持ち主であることの確認）が必要となります。
　会社への提供のほか、生活保護の申請や児童手当の認定請求などの行政手続きの際には、番号確認のた
めの通知カードのほかに、身元確認書類として運転免許証やパスポートなどの顔写真つきの公的機関発行
書類を必ずお持ちください。

　顔写真つきの公的機関発行書類をお持ちでない方は、番号の確認と身元の確認が1点で済む個人番号
カードの作成をお勧めします。
　問合せ　住民課（内線 112・113）

交通事故の備えに　県民交通災害共済
　2 月 1 日から平成 28 年度の加入
申込みを受け付けます。
受付場所　役場 1 階住民課窓口
加 入 金　大人 900 円
　　　　　中学生以下 500 円
共済期間　H28.4.1 ～ H29.3.31
請求期間　事故日から 2 年間
備　　考　
・4 月以降に加入した場合、共済期間
　は加入日の翌日からになります。
問 合 せ　住民課（内線 112・113）

出張受付期日 時間 場所

2 月 2 日（火）
9:30 ～ 10:30 松川集落センター

14:00 ～ 15:00 農協会館

2 月 3 日（水）
9:30 ～ 10:30 角一集会所

14:00 ～ 15:00 大貫集会所

2 月 4 日（木）
9:30 ～ 10:30 船渡集会所

14:00 ～ 15:00 髭釜会館

2 月 5 日（金）
9:30 ～ 10:30 永町会館

14:00 ～ 15:00 堀割集会所
2 月 7 日（日） 9:00 ～ 12:00 大洗町役場

2 月 9 日（火）
9:30 ～ 10:10 五反田集会所

10:30 ～ 11:10 祝町集会所
14:00 ～ 15:00 東光台集会所

2 月 10 日（水）
9:30 ～ 10:30 明神町集会所

14:00 ～ 15:00 東集会所

個人番号カード

通　知
カード

※�　上記が困難な場合は、
過去に本人確認の上で作
成したファイルの確認

※�　上記が困難な場合は、健康保険の
被保険者証と年金手帳などの2点以
上の書類の提示

※�　雇用関係にあるなど、人違いでな
いことが明らかと個人番号利用事務
実施者が認めるときは、身元（実存）
確認書類は要しない

運　転
免許証

パ　ス
ポート

住民票
（番号付き）

等

等 等

等

or or
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※�こうした注意喚起は「見守り新鮮情報」として、メールアドレスを登録された方に、国民生活センターより月2～3回配信し
ています。メールマガジンの登録は「国民生活センター　見守り情報」で検索して下さい。

本文イラスト：黒崎　玄

見守るくん

信じちゃダメ

上のような
ことは
ありません

事例２

事例１

マイナンバー制度に
便乗した詐欺に注意

ひとこと
助言

見守り新鮮情報　第235号改訂特別号（2015年11月18日）発行:独立行政法人国民生活センター

問合せ／総務課�自治振興係　☎267－5111（内線233）

見守るくん

●�マイナンバーの通知や利用手続き等で、国や自治体
の職員が家族構成、資産や年金 ･ 保険の状況等を聞
くことはありません。
●�不審な電話はすぐに切り、来訪の申し出があっても
断ってください。不審なメールは無視しましょう。
●�万が一金銭を要求されても決して支払わないように
しましょう。
●�少しでも不安を感じたら、すぐにお住まいの自治体
の消費生活センター等にご相談ください（消費者
ホットライン 188 番）。

＊�なお、「通知カード」「個人番号カード」に関すること
や、その他マイナンバー制度の問い合わせは、マイナ
ンバー総合フリーダイヤル 0120-95-0178

　（無料）で受け付けています。

　　　　　若い男性から「マイナン
バーが順次届いており、みんな手
続きをしているが、あなたは手続
きしたか」との電話があった。「まだ
していない」と答えると、「早く手
続 き を し な い と 刑 事 問 題 に な る
かもしれない」などと言われ、不審
に思った。� （70 歳代　男性）

　　　　�「マイナンバー制度の導入に伴い、個人
情報を調査中である」と言って、女性が来訪し、
資産や保険の契約状況などを聞かれた。本当
に行政機関がそのような調査をしているのか。

（60 歳代　女性）

見守り
新鮮情報
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大洗町役場

☎267-5111
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 住　民　基　本　台　帳　の　閲　覧　状　況
※�住民基本台帳法第11条の２第12項及び大洗町住民基本台帳の閲覧に関する事務取扱要綱第13条の規定に基づき、下
記のとおり公表します。

【平成26年11月１日～平成27年10月 31日（１年間）】

№
申請者の機関名の氏名（申請者が法人にあっ
ては、その名称及び代表者又は管理人の氏名）

利用目的の概要
閲覧の
年月日

閲覧に係る住民の範囲

1
（株）建設技術研究所
取締役専務執行役員�東京本社長　兪�朝夫

霞ヶ浦で実施した環境整備事業の評価等について検討目
的とするアンケート調査実施のため

�平成26年
12月 18日

町内全域

2
（株）日水コン�河川事業部
代表　中村�彰吾

那珂川環境整備事業の効果を分析するためのアンケート
調査実施のため

�平成27年
１月23日

磯浜町　大貫町　桜道

3
（株）　日本リサーチセンター
代表取締役社長　鈴木�稲博

生活意識に関するアンケート調査実施のため ２月19日 大貫町

4
社団法人�新情報センター
事務局長　平谷�伸次

インターネット上の安全・安心に関する世論調査実施のため ６月 ９日 磯浜町

5
一般社団法人�中央調査社
会長　西澤�豊

2015年新聞及びウェブ利用に関する総合調査実施のため ６月26日 磯浜町

6
一般社団法人�中央調査社
会長　西澤�豊

住生活に関する世論調査実施のため ９月 ８日 桜道

問合せ／住民課（内線113・116）
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子
育
て
・
教
育

入
学
祝
品
の
贈
呈

　
（
社
福
）
茨
城
県
母
子
寡
婦
福

祉
連
合
会
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭

（
母
子
家
庭
・
父
子
家
庭
）
の
お

子
さ
ん
で
、
平
成
28
年
度
に
小
学

校
入
学
を
さ
れ
る
方
を
対
象
に
、

入
学
祝
品
（
学
用
品
）
を
贈
呈
し

ま
す
。
希
望
さ
れ
る
保
護
者
の
方

は
、左
記
ま
で
お
申
込
く
だ
さ
い
。

申
込
先
／
福
祉
課
・
子
育
て
支
援
係

申
込
締
切
／
１
月
29
日
（
金
）

問
合
せ
／
茨
城
県
母
子
寡
婦
福
祉

連
合
会

�

☎
（
２
２
１
）
７
５
０
５

大
貫
・
夏
海
地
区
学
童
施
設

の
名
称
に
つ
い
て

　

大
貫
・
夏
海
地
区
の
統
合
小
学

校
「
大
洗
町
立
南
小
学
校
」
の
敷

地
内
に
新
設
さ
れ
る
学
童
施
設
の

名
称
は「
大
洗
町
立
み
な
み
学
童
」

に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

○
住
所
／
大
洗
町
大
貫
町
１
２
１

２
の
１
４

○
構
造
／
鉄
骨
造
・
平
屋
建

○
面
積
／
３
４
７
．
５
６
㎡

平
成

　年
度�

学
童
保
育
の

申
込
み
に
つ
い
て

　

保
護
者
が
昼
間
就
労
等
で
家
庭

に
い
な
い
児
童
を
対
象
に
、
児
童

の
安
全
確
保
・
健
全
育
成
の
た
め

の
場
と
し
て
、
小
学
生
（
１
～
４

年
）の
児
童
を
お
預
か
り
し
ま
す
。

申
込
期
間
及
び
場
所
／
２
月
１
日

（
月
）
～
５
日
（
金
）（
期
間
厳
守
）

　

各
学
童
又
は
福
祉
課
子
育
て
支

援
係
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
各
学
童
及
び
福
祉
課

子
育
て
支
援
係
に
備
え
て
あ
り
ま

す
。
な
お
、
新
１
年
生
は
、
各
学

校
入
学
説
明
会
時
に
配
布
予
定
で

す
。

※
継
続
児
童
に
つ
い
て
も
同
様
の

手
続
き
が
必
要
で
す
。

※
夏
休
み
期
間
の
利
用
に
つ
い
て

は
、
改
め
て
夏
休
み
前
に
募
集
を

行
い
ま
す
。

保
育
時
間
／
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

の
授
業
終
了
～
午
後
７
時
ま
で

土
曜
日
・
春
・
夏
・
冬
休
み
等
は

午
前
７
時
30
分
～
午
後
７
時
ま
で

※
日
曜
・
祝
日
・
年
末
年
始
を
除

く費
用
／
学
童
利
用
料
、
月
額
３
，

０
０
０
円
（
減
免
措
置
あ
り
）

春
・
冬
休
み
・
７
月
の
利
用
に
つ

い
て
は
１
，
０
０
０
円
増
。
８
月

は
２
，
０
０
０
円
増
。

そ
の
他
お
や
つ
代
、
父
母
会
費
・

保
険
料（
入
所
時
）が
か
か
り
ま
す
。

保
育
場
所
及
び
募
集
人
数
／
お
お

あ
ら
い
学
童（
大
洗
小
学
校
区
）：

１
０
０
名
程
度

み
な
み
学
童
（
南
小
学
校
区
）
：

80
名
程
度

利
用
決
定
の
お
知
ら
せ
／
３
月
上

旬
に
決
定
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

問
合
せ
／
お
お
あ
ら
い
学
童

�

☎
（
２
６
７
）
０
２
３
８

福
祉
課
子
育
て
支
援
係

�

（
内
線
１
５
４
）

臨
時
職
員
（
学
童
保
育
指
導

員
）
募
集
の
お
知
ら
せ

　

臨
時
職
員（
学
童
保
育
指
導
員
）

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

職
種
・
人
員
／
学
童
保
育
指
導
員���

若
干
名

応
募
要
件
／
満
18
歳
以
上
の
健
康
な
方

雇
用
開
始
／
４
月
１
日
（
金
）

勤
務
条
件
／
○
保
育
士
ま
た
は
幼

稚
園
教
諭
の
資
格
あ
り
の
方　

時

給
１
，
０
０
０
円

そ
れ
以
外
の
方　

時
給
９
０
０
円

○
交
通
費
な
し

勤
務
内
容
／
小
学
１
～
４
年
生
の

学
童
保
育

勤
務
場
所
／「
お
お
あ
ら
い
学
童
」

あ
る
い
は
「
み
な
み
学
童
」

勤
務
時
間
／
月
～
土
の
週
３
日
以

上
働
け
る
方

14
時
～
19
時
（
月
～
金
）　

７
時

30
分
～
19
時
（
土
）

応
募
方
法
／
履
歴
書
を
福
祉
課
子

育
て
支
援
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

書
類
選
考
、
面
接
に
よ
り
決
定

い
た
し
ま
す
。

問
合
せ
／
福
祉
課�

子
育
て
支
援
係

�

（
内
線
１
５
４
）

28

募

　
　集

農業委員会の体制が変わります!!

②認定農業者が過半数に
　�農業委員の過半数は、町の認定を受けた認定農業者で
なければなりません。

③農地利用最適化推進委員の新設
　�耕作放棄地の発生防止や農地の効率的な利用の推進等
に取組むため、農地利用最適化推進委員が新設されま
す。区域内の農業者から公募・推薦を行い希望者を募
集します。
　※�現在の農業委員の任期は経過措置により平成28年
３月31日まで延長となり、新農業委員の任期は平
成28年４月１日から３年間となります。

問合せ／大洗町農業委員会事務局（農林水産課内）
　　　　☎　267－5111（内線342）

応募方法
公募に応募される方、推薦をされる方は農業委員会事務局に備付の
応募用紙に必要事項を記入し、事務局までご提出ください。

▼国の法改正に伴い、平成28年４月より農業
委員会の体制が変わります▼
①農業委員の選出方法が公選制から町長の任命制に
　�一般公募及び地域の農業者や農業者団体等による推薦
により選出し、議会の同意を得て町長が任命します。

農業委員

町長

農地利用最適化推進委員

農業委員会

地域の農業者・団体など

推薦・公募
推薦・公募

任命

委嘱
議会

同意

農業委員、農地利用最適化推進委員の選任のイメージ
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　都市の将来像を示す「都市計画区域マスタープラン」に係る都市計画の案について、都市計画法の規定
に基づき縦覧を行います。
　案に対しご意見のある方は、縦覧期間中に意見書を提出することができます。

記

文
化
・
教
養

ス
ポ
ー
ツ

第

　回
大
洗
マ
ラ
ソ
ン

「
サ
ン
ビ
ー
チ
・
マ
イ
ル
レ
ー
ス
」

日
時
／
２
月
７
日
（
日
）

場
所
／
大
洗
サ
ン
ビ
ー
チ

参
加
資
格
／
健
康
で
走
る
こ
と
が

好
き
な
方
（
参
加
費
無
料
）

申
込
期
限
／
１
月
20
日
（
水
）

申
込
方
法
／
生
涯
学
習
課
へ
直
接

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
。（
２
６
７
）
１
０
５
１

※
電
話
受
付
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

※
大
会
申
込
書
は
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.tow

n.oarai.lg.jp/

種
目
／

◆
０･

５
マ
イ
ル
（
０･

８
㎞
）　

親
子
の
部
（
小
学
１
年
生
以
下
、

小
学
２
・
３
年
生
）

◆
１･

０
マ
イ
ル
（
１･

６
㎞
）　

小
学
男
子
の
部
（
学
年
別
４
年･

５
年･

６
年
）

◆
１･

０
マ
イ
ル
（
１･

６
㎞
）　

小
学
女
子
の
部
（
学
年
別
４
年･

５
年･

６
年
）

◆
２･

０
マ
イ
ル
（
３･

２
㎞
）　

中
学
男
子
の
部
／
中
学
女
子
の
部

／
高
校
女
子
の
部
／
一
般
女
子
の
部

◆
３･

０
マ
イ
ル
（
４･

８
㎞
）　

高
校
男
子
の
部
／
一
般
男
子
の
部

／
壮
年
の
部
（
40
歳
以
上
男
女
）

問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

�

☎
（
２
６
７
）
０
２
３
０

文
化
財
防
火
デ
ー
の
開
催

　

第
62
回
文
化
財
防
火
デ
ー
に
伴

う
訓
練
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
訓

練
は
火
災
や
震
災
そ
の
他
の
災
害

か
ら
文
化
財
を
守
り
、
皆
様
方
に

地
域
の
歴
史
に
関
心
を
持
っ
て
頂
く

た
め
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。
一
般

の
方
の
見
学
も
自
由
に
で
き
ま
す
。

な
お
、
当
日
は
訓
練
の
た
め
の
サ
イ

レ
ン
が
鳴
り
ま
す
の
で
、
火
災
と
間

違
え
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
／
１
月
26
日
（
火
）
午
前
10
時
～

会
場
／
大
洗
町
幕
末
と
明
治
の
博
物
館

問
合
せ
／
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係

�

☎
（
２
６
７
）
０
２
３
０

水
戸
調
停
協
会
主
催

困
り
ご
と
な
ん
で
も
無
料
相

談
会
（
調
停
相
談
会
）

日
時
／
２
月
６
日
（
土
）
10
時
～

15
時　

※
事
前
予
約
不
要

場
所
／
東
海
村
中
央
公
民
館

相
談
内
容
／
土
地
・
建
物
に
絡
む

紛
争
、
金
銭
消
費
貸
借
等
の
紛
争

多
重
債
務
に
関
す
る
こ
と

夫
婦
関
係
、
離
婚
、
親
族
間
の
紛

争
、
子
の
養
育
、
扶
養
な
ど
相
続
、

遺
産
分
割
に
関
す
る
紛
争
な
ど
民

事
・
家
事
の
調
停
手
続
き
な
ど
に

関
す
る
相
談

相
談
担
当
者
／
民
事
調
停
委
員
、

家
事
調
停
委
員
（
弁
護
士
、
土
地

家
屋
調
査
士
、
税
理
士
、
司
法
書

士
な
ど
の
専
門
委
員
を
含
む
）

問
合
せ
／
水
戸
調
停
協
会

☎
０
７
０
（
１
５
７
０
）
５
９
３
１

こ
こ
ろ
と
体
の
健
康
相
談

日
時
／
２
月
３
日
（
水
）

　
　
　

13
時
30
分
～
16
時

　
　
　
（
要
予
約
、
30
分
）

場
所
／
ゆ
っ
く
ら
健
康
館
１
階

健
康
増
進
課

内
容
／
心
身
の
健
康
に
関
す
る
こ

と
、
検
診
結
果
等

（
保
健
師
、
管
理
栄
養
士
が
対
応
）

申
込
み
・
問
合
せ
／
健
康
増
進
課

�

☎
（
２
６
６
）
１
０
１
０

33

イ
ベ
ン
ト

く
ら
し
等

相

　
　談

水戸・勝田都市計画区域マスタープラン案の縦覧について

▼案の内容
　水戸・勝田都市計画区域マスタープランの変更
▼縦覧期間
　平成28年２月４日（木）～平成28年２月18日（木）
　※土曜日、日曜日及び祝祭日を除く
▼意見書の提出方法
　縦覧場所に備えた意見書に必要事項を記載し持参又は郵送で提出してください。
　※平成28年２月18日（木）必着
　【提出先】茨城県知事　橋本昌　（茨城県土木部都市局都市計画課扱い）あて
　　　　　〔〒310ー8555　水戸市笠原町978番６〕
▼案の縦覧場所及びお問い合わせ先
　茨城県土木部都市局都市計画課　☎301ー4592
　大洗町都市建設課　☎267ー5111（内線256）
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「環境四季時計『冬祭り』・環境シンポジウム」
～Ｅ

え ～ こ

～ＣＯとしてる　ひたちなか～
（ひたちなか市）
日　時／ 2 月 6 日（土）　13：30 ～
場　所／ワークプラザ勝田 多目的ホール
問合せ／ひたちなか市 市民生活部環境保全課
　　　　☎ 273－0111

「第120回記念水戸の梅まつり」
～偕楽園・弘道館　日本遺産認定～
（水戸市）
期　間／ 2 月 20 日（土）～ 3 月 31 日（木）
場　所／偕楽園及び弘道館
※詳細は水戸観光協会ホームページをご覧く
　ださい。
　http://www.mitokoumon.com/festival/ume.html
問合せ／水戸の梅まつり実行委員会
　　　　☎ 224－0441

活動内容／
　■県の主要事業や施設等を取材し、その結果を広報紙で発表
　■ツイッターで本県の情報を積極的に発信（週 2、3 日程度）など
任　　期／平成28年4月上旬から平成29年3月31日までの約1年間
募集人員／4 人
応募資格／
　■茨城県在住の平成 28 年 4 月1日現在で満 20 歳以上の女性
　■公務員や議会の議員でない方
　■取材先の要望する日時に応じて取材できる方（平日の日中の取材が主）
　■自分で取材先に移動できる方（県内全域が取材範囲）
謝　　礼／年間 6 万円
応募方法／
　■ 茨城県庁、各県民センター、各市町村の窓口に備えてある「平

成 28 年度いばらき女性特派員応募用紙」に必要事項を記入
し、「女性特派員に応募する理由」と「地域の話題」をそれぞ
れ 400 字程度にまとめたものを添付して、郵送、電子メール、
FAX で広報広聴課宛てに送付してください。

　■ 茨城県ホームページ（http://www.pref.ibaraki.jp/）の「平成
28 年度いばらき女性特派員募集案内」から様式をダウンロー
ドし、電子メールでの送信も可能です。

応募締切／平成 28 年 2 月12 日（金）※当日消印・送信有効
問 合 せ／茨城県広報広聴課 県民広報グループ
　　　　　（〒310－8555　水戸市笠原町978－6）
　　　　　☎ 301－2128　E メール koho3@pref.ibaraki.lg.jp

と な り の ま ち か ら

今　月　の

納

　期

○町・県民税（第４期）
○国民健康保険税（第７期）
○介護保険料（第７期）
○�後期高齢者医療保険料
（第７期）

　納期は２月１日（月）
までです。

役場窓口時間延長のお知らせ
＜ 1 月中旬～ 2 月上旬＞

　次の日程で住民課・税務課・会計課の業務時
間を午後６時 30 分まで延長しています。
　どうぞご利用ください。

◆ 1 月 13 日（水）◆ 1 月 20 日（水）
◆ 1 月 27 日（水）◆ 2 月　3 日（水）

町の人口と世帯
（11 月末現在）

人　口　　 17,584 人 （－４）

　男　　　　8,660 人 （１）

　女　　　　8,924 人 （－５）

世帯数　　7,396 世帯 （５）

育
児
相
談
・
母
乳
相
談

日
時
／
２
月
３
日
（
水
）

９
時
30
分
～
11
時（
申
込
み
不
要
）
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いばらき女性特派員 募集 !!

（13）　広報おおあらい　2016. １.13



本年も大洗海の大学をよろしくお願い申し上げます。

＝体験教室　イベント　開催のご案内＝
☆団体教室、クラフト教室　随時募集中　　　　　　　　
ジェルキャンドル、シェルマグネット　石釜ピザ作りなど
☆魚料理教室、貝合わせ教室　開催中　　　　　　　　　

ＮＰＯ法人　大洗海の大学
住所：〒 311－1311 東茨城郡大洗町大貫町 1212－57 大洗町体験交流センター内
TEL：266－3322（9：00 ～ 17：00）　　FAX：267－5417　
E-mail：umi@anco-oarai.org　　　　URL：http://anco-oarai.org

夢town大洗スポーツクラブからのお知らせ

夢town大洗スポーツクラブ事務局

大洗町成田町1626  TEL・FAX　267-1515

受付時間　火曜日から土曜日　９：00～17：00

講　師：元プロ野球選手　仁志　敏久　氏
　　　　常総学院～早稲田大学～日本生命
　　　　1995年ドラフト2位指名で読売ジャイアンツに入団。
　　　　1年目から活躍し、新人王を獲得。
　　　　4年連続ゴールデングラブ賞受賞。
　　　　2010年現役引退。　
　　　　現在は、野球解説や侍ジャパントップチームの守備・走塁コーチを務める。

入場料：事前受付が必要です。
　　　　高校生以上500円　中学生以下無料

※入場券は、1/12より夢town大洗スポーツクラブ
　又は、大洗町生涯学習課で配付いたします。
※定員になり次第配付終了となります。

場　所：大洗文化センター　大ホール

日　時：平成28年2月14日(日)
　　　　開場：午後2時　開演：午後3時

特別講演会
「野球における指導について」

　年末に開催された大洗農産物まつりで召し上がった方もい
らっしゃいますでしょうか。こちらの写真は、まだ開発中のも
のですが、紅アズマ、米粉、大洗産のイチゴソースに大洗産の
ゆずソースを使った、まさに大洗産を結集して作ったスィーツ
です。試行錯誤をして、やっと大洗農産物まつりでお披露目さ
れました。食をテーマに「ザ！オオアライ！」を目指し、数年
前には「イモたらし」「大洗海の大学イモ」など、試してきました。
大洗産というとやはり海産物が目立ちますが、夏海では紅アズ
マ、大根が名産ですし、イチゴ農家を営んでいる方もいます。
そして、ご近所を見渡せば、ゆずの木を持っているお宅もあります。こうして町を歩いて大洗産にこ
だわったのが今回のスィーツです。召し上がった方、お味は如何でしたか。今年は町をよく知る大洗
海の大学として、大洗に訪れたい方の窓口的な役割を、しっかり果たす所存です。本年も大洗海の大
学をよろしくお願い申し上げます。
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まちのできごと　クローズアップ

第30回大洗町近郊少年柔道大会
大洗の子ども達が入賞！！
　今年で 30 回を迎えた大洗町近郊少年柔道大会が、11 月８日

（日）に大洗町総合運動公園体育館において開催されました。大
洗町近郊の幼年から中学生まで 450 名が参加し、子ども達は真
剣に勝負に挑み、日頃鍛えた技を競い合いました。
　地元大洗の子ども達の活躍は以下の通りです。
入賞　小学１年生の部　　　敢闘賞　村山 うみ　　大洗町少年柔道クラブスポーツ少年団
　　　小学４年生の部　　　敢闘賞　村山 れいな　大洗町少年柔道クラブスポーツ少年団
　　　中学２年生男子の部　敢闘賞　高瀬 玲也　　大洗第一中学校
　　　中学２年生女子の部　第３位　山岡 優美　　大洗第一中学校

第 32 回大洗町民卓球大会　一進一退の熱戦に会場が沸きました！
　11 月 15 日（日）、大洗町総合運動公園体育館において、第 32
回大洗町民卓球大会が開催されました。試合は全て個人戦で行われ、
卓球愛好家 40 名が参加しました。
　多彩なサーブや意表をついた回転など日頃鍛えた技を駆使し、熱戦が
繰り広げられました。また、対戦後には笑顔でお互いの健闘を称え合い、
勝ち負けだけではないスポーツの素晴らしさを感じる大会となりました。
　入賞者につきましては以下の通りです。
高校・一般の部
　・優勝　德武 弘幸　・準優勝　安斉 優二　・第三位　冨塚 健太
中学生の部
　・優勝　荒谷 永輔　・準優勝　田口 大晃　・第三位　島方 迅士

第15 回大洗町少年少女剣道錬成大会　高学年のブロックで大洗の子ども達が優勝！！
　今年で第 15 回を迎える大洗町少年少女剣道錬成大会が、11 月１日（日）大洗町総合運動公園体育館
で開催されました。試合は全て団体戦で行われ、県内各地から 53 チームの剣士達が参加し、白熱した戦
いが繰り広げられました。
　地元大洗の子ども達は力を合わせ全力で試合に挑み見事、高学年のブロックで優勝を飾りました。

高学年の部
３ブロック優勝　大洗体協剣道部Ｂ　小松崎 歩夢　大洗小６年
　　　　　　　　　　　　　　　　　小松崎 優太　大洗小６年
　　　　　　　　　　　　　　　　　田村 翔希　　大洗小５年
　　　　　　　　　　　　　　　　　近澤 遼祐　　大貫小５年
６ブロック優勝　大洗体協剣道部Ａ　靏田 尚　　　大洗小５年
　　　　　　　　　　　　　　　　　海老原 来　　大洗小６年
　　　　　　　　　　　　　　　　　小松崎 都夢　大洗小６年

西秋 秀雄さんが厚生労働大臣表彰を受賞
　11 月 17 日に厚生労働省２階講堂において、平成 27 年度厚
生労働大臣表彰式が行われ、日立オートモティブシステム（株）
ときわクラブで腕を奮っておられる西秋秀雄（大洗町在住）さん
が調理業務功労者に対する厚生労働大臣表彰を受賞されました。
　この表彰は、調理師として第一線で活躍しながら、指導的立場
から調理技術の発展及び調理師の資質向上に顕著な功績のあった
方に贈られるもので、茨城県からは今回唯一の受賞となりました。
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まちのできごと　クローズアップ

いばらきマリッジサポーター「結婚相談会」が大洗で開催されました
　11 月 22 日（日）大洗文化センター内において、い
ばらきマリッジサポーターおよびいばらき出会いサポー
トセンター、大洗町結婚をすすめる会の共催による「結
婚相談会」が開催されました。相談会場にはお見合いや
結婚を希望されているご本人、ご親族等がたくさん訪れ
て、結婚相手の条件やお見合いの進め方について真剣に
相談をされていました。

火災予防ポスターコンクール表彰式
　大洗町女性防火委員会では、一般家庭における火災予防思想
の普及啓発を図ることを目的に町内小学校６年生（159 名）
を対象に火災予防ポスターの作品を募集したところ、21 点の
推薦作品が寄せられ、大洗町消防本部において審査会を行い、
最優秀賞作品２点が選考されました。去る 11 月 18 日、最優
秀賞を受賞された２名に、会長から表彰状が伝達されました。
　この作品は、茨城県幼少年防火委員会主催の第 33 回火災予
防ポスターコンクールへ推薦いたします。
最優秀賞　　　　　　　　　　　　最優秀賞
大貫小学校・小嶋 一輝さん　　　大洗小学校・石間 颯さん 左から小嶋 一輝さん　石間 颯さん

第 11 回読売新聞杯学童親善野球大会
　11 月 21 日から３日間、日立市内の 17 会場において野
球少年団全 61 チームによる第 11 回読売新聞杯学童親善野
球大会が開催されました。
　大洗野球スポーツ少年団は順調に勝ち進み、準々決勝では
強豪チーム相手に先制を許し自分たちのペースを掴むことが
出来ないまま試合は進み、６－１まで離されてしまいました。
最終回のチャンスで選手全員が一丸となり意地と粘りで一挙５
点を返して同点に追いつきましたが、大会規定によりゲーム終
了で抽選により勝敗決定となり、ベスト４進出を逃がしました。

　相手チームを抑え勢いに乗ろうとしていた矢先だっただけに悔し泣きする子ども達の姿もありました
が、この涙は必ず次に繋がると信じています。全員が活躍したすばらしい大会となりました。

いじめをなくそう人権教室
「相手を思いやりいたわりの心を大切に」
　大洗小学校・大貫小学校３年及び、夏海小学校３・４年
を対象に「いじめをなくそう人権教室」が開催されました。
　この教室は「いじめのない楽しい学校生活を送るために
はどうすればよいか」について考え、お互いの異なる点を
個性として尊重するなどの人権思想の基本的な考え方を理
解してもらうための取り組みです。

　人権擁護委員の小野瀬ひろみさん、山戸章弘さん、米川政宏さんを講師にお迎えし、アニメ DVD を教
材に 「いじめる子・いじめられる子・それを見ている子」それぞれの気持ちになってみんなで話し合い、
子どもたちは、「いじめをなくすためにどうすれば良いか」を真剣に考え、積極的に意見を述べていました。
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まちのできごと　クローズアップ

水戸ヤクルト販売（株）大洗センターから車いすの寄付をいただきました
　11 月 25 日、水戸ヤクルト販売（株）による福祉ヤク
ルト事業として、大洗町社会福祉協議会に自走式ブレーキ
付車いすが寄付され、贈呈式が町役場において行われまし
た。
　この活動は、町民の方々が購入した福祉ヤクルトの売上
げの一部から地域の福祉向上を目的として行われているも
のです。

ハローワーク水戸との連携による
「就職応援セミナー」を開催

　12 月３日、ゆっくら健康館において、ハローワーク水戸と連携
した「就職応援セミナー」が開催されました。当セミナーは、仕事
と子育ての両立を目指す方を対象に、就職に向けたさまざまな悩み
や不安を解消し、就職までの第一歩を後押しするためのものです。
当日は、１５名の方々が参加をされ、就職活動のポイントや保育園
への入所方法など就職に役立つ情報に熱心に耳を傾けていました。

介護予防講演会『認知症を正しく知ろう』　公演『目で見てわかる認知症』を開催
　11 月 30 日、大洗文化センター大会議室において、あいざわクリニック院長　會澤治先生の講演と、認
知症ケア研究所 劇団いくりによる公演の２本立てで、介護予防講演会が開催されました。地元の先生のお話
とあって、当日は 170 名の方が来場し、先生のお話を熱心に聞かれていました。また、劇団いくりの公演では、
身近な生活の中で起こりうることをテーマに、笑いを交えながら認知症について学ぶことができました。

「大洗農産物まつり」が開催されました！
　12 月 13 日（日）夏海地区（JA 水戸大洗から池田酒店）
で「大洗農産物まつり」が開催されました。
　イベントでは、JA 大洗女性部による、大洗産米粉で作っ
た白玉入りおしるこ・お雑煮の無料配布が行われたほか、
たらし焼体験、米粉で作ったチヂミの試食及びレシピの配
布をはじめ、工夫を凝らしたお店が並びました。また、磯
囃子会による太鼓の演奏、県立大洗高校マーチングバンド
部ブルーホークスによる演奏がイベントに華を添え、大勢
の来場者で賑わいました。
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「うちのペット自慢」

～自慢のペット写真募集中！～
【申込方法】直接又は郵送、電子メールにより
必要事項を記載し、下記までお申込みください。
【必要事項】
①飼い主さんのお名前、住所、連絡先
②ペットの名前、種別、性別、年齢
③紹介コメント（50 字程度）
【注意事項】
・写真は１枚のみ
・画質、サイズはこちらで調整させていただきます
　ので、あらかじめご了承ください。
申込み・問合せ
住　所／〒 311－1392
　　　　大洗町磯浜町 6881－275
　　　　大洗町役場 町長公室 広報係
ＴＥＬ／ 029（267）5111（内線 212）
E-mail：koushitsu@town.oarai.lg.jp

成田町・米川さん宅のどん兵衛
( 柴犬　５歳　オス )

「誰にでも優しいどんちゃん　　」

今関　海
かいと

翔くん（左）、怜
れいか

迦ちゃん

（磯浜町　平成24年８月生まれ、平成27年４月生まれ）
お父さん　悟さん　　　　お母さん　純子さん
「笑顔溢れる毎日をありがとう。
多くの出会いを大切にゆっくり大きくなろうね。」

花水　拓
たくみ

実くん（右）、智
ともき

樹くん

（磯浜町　平成23年１月生まれ、平成25年11月生まれ）
お父さん　晃一郎さん　　　　お母さん　夏絵さん
「心身共に健康に育って欲しい」
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番
議
員
は
、
原
案
賛
成
な
り
と
呼
ぶ
。

　・
13
番
議
員
は
、
該
土
地
を
貸
与
す
る
場
合
に
立
木
の
処
分
は
如
何

　
　な
し
た
る
も
の
な
り
や
と
質
問
す
。

　・�

議
長
は
、
立
木
七
百
二
十
五
本
を
約
三
百
円
を
以
っ
て
売
却
せ
り

と
答
弁
す
。

　・
13
番
議
員
は
、
法
人
団
体
組
織
さ
れ
ざ
る
に
無
料
を
以
っ
て
貸
与

　
　し
た
る
は
不
当
な
る
よ
う
思
わ
れ
、
管
理
規
程
の
条
項
に
そ
む
く

　
　点
あ
ら
ざ
る
や
と
質
問
す
。

　・�

議
長
は
、
管
理
規
程
は
町
村
制
の
従
則
に
し
て
、
町
村
制
の
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
管
理
規
程
引
用
町
会
の
決
議
を
以
っ
て
無
料
に

て
貸
与
せ
し
も
の
な
ら
ん
と
答
弁
す
。

　・
13
番
議
員
は
、
該
土
地
貸
付
け
は
妥
当
な
ら
ず
、
未
だ
財
団
法
人

 

は
組
織
さ
れ
ざ
る
な
り
熟
考
の
余
地
あ
り
延
期
す
べ
し
と
述
べ

る
。

　・�

議
長
は
、
町
基
本
財
産
管
理
規
程
第
三
条
に
よ
り
町
会
の
議
決
を

以
っ
て
貸
付
し
た
る
は
適
法
な
ら
ん
と
答
弁
す
。

（
こ
の
項
は
続
き
ま
す
。）

♢

　「創
立
85
周
年
」
の
節
目
に
当
た
り
、
創
立
か
ら
主
な
歩
み
を
た
ど

り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　(

館
長

　長
嶺

　家
光)

♪
♪♪

♪
♪♪
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おおあらい俳壇 ●加藤宗一選

滝口保育園
月組（年長児）

勇
躍
の
ブ
ル
ー
ホ
ー
ク
や
年
新
た

寒
牡
丹
夕
日
に
気
品
そ
の
気
骨

大
洗
大
使

　さ
い
た
ま
市

　稲
葉 

俊
山

魚
市
場
河
豚
提
灯
に
灯
を
と
も
す

山
奥
の
鬼
女
の
伝
説
紅
葉
山

新
町

　束
岡 

金
四
郎

【
評
】
鬼
女
の
伝
説
と
言
え
ば
、
福
島
県
安
達
太
良
山
の
原
野

に
伝
え
ら
れ
て
い
る
昔
話
が
有
名
で
あ
る
。
鬼
女
が
棲
ん
だ
と

い
う
そ
の
地
も
今
は
観
光
地
と
な
り
、
自
然
と
温
泉
を
楽
し
む

客
が
多
い
。

ほ
の
と
香
の
伝
は
り
来
る
や
菊
日
和

紅
葉
の
古
都
に
異
国
の
人
多
し

南
清
水

　雲
井 

美
智
子

【
評
】古
都
と
い
う
か
ら
お
そ
ら
く
奈
良
、京
都
が
想
像
さ
れ
る
、

今
年
は
非
常
に
外
人
の
観
光
客
が
ふ
え
た
と
い
う
、
日
本
の
古

い
文
化
と
自
然
は
、世
界
の
注
目
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
句
は
何
の
て
ら
い
も
な
く
、
見
た
情
景
を
そ
の
ま
ま
素
直

に
表
現
し
て
お
り
、
省
略
の
利
い
た
佳
句
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
句
が
多
く
出
る
の
を
期
待
し
て
い
る
。

土
手
に
咲
く
野
菊
は
海
の
風
が
好
き

独
り
身
の
人
に
届
け
る
鮭
の
鍋

東
光
台

　田
中 

勝
枝

朝
早
く
よ
り
高
音
あ
り
鵙も

ず

日
和

十
九
日
炉
開
き
と
決
め
後
急
し

髭
釜

　岸
根 

世
司
子

山
茶
花
の
生
垣
に
添
い
友
を
訪
ふ

傘
寿
な
る
同
窓
の
旅
冬
日
和

新
町

　岸
和
田 

和
子

ぬ
か
る
み
を
明
る
い
う
ち
に
十
夜
寺

ブ
ロ
ッ
ク
の
塀
一
面
の
蔦
紅
葉

明
神
町

　小
松
崎 

美
代

風
と
風
つ
な
い
で
飛
べ
り
冬
の
蝶

新
米
の
一
粒
光
る
お
食
い
初
め

金
沢
町

　猿
田 

俊
子

読
み
さ
し
の
汀
子
の
句
集
秋
灯
下

手
を
引
か
れ
や
が
て
背
負
は
れ
七
五
三

寺
釜

　田
崎 

国
勝

届
い
た
る
無
沙
汰
を
侘
び
し
通あ

け
び草

か
な

奉
納
の
旗
は
た
め
け
る
神
の
留
守

角
一

　鈴
木 

さ
た

琴
の
音
に
心
和
め
る
文
化
祭

日
短
児
等
は
家
路
に
急
ぐ
足

祝
町

　枝
川 

よ
し
み

通
学
路　

足
ふ
み
し
め
る　

霜
柱

冬
の
星　

キ
ラ
キ
ラ
光
り　

に
じ
の
よ
う

大
洗
小
二
年

　ぐ
ん
じ 

り
く

き
れ
い
だ
ね　

ゆ
き
の
け
っ
し
ょ
う　

ろ
っ
か
く
け
い

こ
す
も
す
く
ー
る

　は
ば
ぎ
し 

み
き
お

み
ん
な
で
ね　

お
ぞ
う
に
ぱ
く
ぱ
く　

お
い
し
い
な

こ
す
も
す
く
ー
る

　お
お
や
ま 

し
お

ゆ
き
の
な
か　

ツ
リ
ー
が
ピ
カ
ピ
カ　

き
れ
い
だ
な

こ
す
も
す
く
ー
る

　と
み
た 

い
つ
き

ス
ケ
ー
ト
で　

こ
お
り
の
う
え
を　

す
べ
り
た
い

こ
す
も
す
く
ー
る

　た
な
か 

み
う

こ
ま
ま
わ
し　

く
る
く
る
ま
わ
っ
て　

お
も
し
ろ
い

こ
す
も
す
く
ー
る

　す
が
は
ら 

よ
う
へ
い

こ
お
っ
て
る　

ゆ
き
の
け
っ
し
ょ
う　

き
れ
い
だ
な

大
洗
小
一
年

　た
か
さ
き 

す
い

ふ
ゆ
や
す
み　

ゆ
き
が
っ
せ
ん
で　

あ
そ
ぼ
う
よ

大
洗
小
一
年

　さ
と
う 

ち
ひ
ろ

サ
ン
タ
さ
ん　

ゆ
き
が
ふ
る
な
か　

あ
り
が
と
う

大
洗
小
一
年

　た
な
か 

あ
ん
な

お
正
月　

い
と
こ
が
ま
っ
て
る　

た
の
し
み
だ

大
洗
小
三
年

　冨
田 

理
央

選
者
の
句

白
鳥
は
も
う
休
み
し
か
沼
暗
し

街
の
灯
の
霜
夜
瞬
く
こ
と
も
な
し

久
慈
川
に
し
が
流
る
る
と
い
ふ
寒
気

ぼくとわたしのちびっ子ギャラリーぼくとわたしのちびっ子ギャラリーぼくとわたしのちびっ子ギャラリーぼくとわたしのちびっ子ギャラリーぼくとわたしのちびっ子ギャラリーぼくとわたしのちびっ子ギャラリーぼくとわたしのちびっ子ギャラリーぼくとわたしのちびっ子ギャラリーぼくとわたしのちびっ子ギャラリーぼくとわたしのちびっ子ギャラリーぼくとわたしのちびっ子ギャラリーぼくとわたしのちびっ子ギャラリーぼくとわたしのちびっ子ギャラリーぼくとわたしのちびっ子ギャラリーぼくとわたしのちびっ子ギャラリーぼくとわたしのちびっ子ギャラリーぼくとわたしのちびっ子ギャラリーぼくとわたしのちびっ子ギャラリーぼくとわたしのちびっ子ギャラリーぼくとわたしのちびっ子ギャラリー

来年は、いよいよ
ドキドキドンの

１年生になります。
どうぞよろしくね！
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　冬は体調を崩す方が多く、献血者は減少しがちです。
　そこで、新たに成人式を迎える「はたち」の若者を中心に、広くに献血に関する理解と協力を求めるとともに、特
に成分献血、400ml 献血の継続的な推進を図ることを目的に、はたちの献血キャンペー
ンを今年も開始しました。
　ところで、そもそも献血がどうして必要か、ご存知ですか？
　医療技術が進歩していても、血液はいまだに人工的に造ることができません。そして、
生きた細胞の集まりである血液は、長期間保存ができないのです。一方、輸血を必要とし
ている人は、1 日に 3 千人もいます。いつでも患者さんに血液を届けられるように、み
なさんのご協力が不可欠です。
　この機会に、ぜひ献血にご協力ください！

健康
づく
りコー

ナー

健康
づく
りコー

ナー

お元
気で
すか
？保健

師・栄養士です

お元
気で
すか
？保健

師・栄養士です
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　広い海の中、生き物たちはど
うやって命をつないでいるのだ
ろう・・・その疑問がこの企画
展の原点です。生き物の繁殖戦
略は、生き方や環境によって多
種多様です。子孫を残すための
生き物の工夫や知恵に注目して
ご覧下さい。
　また、当館で繁殖した生き物
たちの様子も詳しくご紹介しま
す。子育てに奮闘する両親の様
子、ほほえましい親子のふれあ
いにもご注目下さい。

　　　１月～２月は
はたちの献血キャンペーン月間です

『二十歳が救う　命のリレー』


